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(57)【要約】
【課題】着座部と背凭れ部との相対角度が不動な背座一 
体型のソファーであっても、着座部を含めて安定してリ 
クライニング可能な背座一体型ソファーを提供する。
【解決手段】着座部１ａと背凭れ部１ｂとを一体に有す 
るソファー本体１と、支持基台２と、ソファー本体１に 
軸支されている前方第１回動部１５ｆ及び支持基台２に 
軸支されている前方第２回動部１５ｓを有する前方リン 
ク１１と、ソファー本体１に軸支されている後方第１回 
動部１６ｆ、及び支持基台２に軸支されている後方第２ 
回動部１６ｓを有する後方リンク１２と、捻りコイルバ 
ネ１３とを含む。前方リンク１１は後方リンク１２より 
も短い。前方リンク１１は前傾斜しており、後方リンク 
１２は後傾斜していることを特徴とする。
【選択図】図２

審査請求　未請求　請求項の数　2　　ＯＬ　（全9頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
着 座 部 と 、 前 記 着 座 部 に 対 し て 相 対 角 度 が 不 動 な 背 凭 れ 部 と を 一 体 に 有 す る 背 座 一 体 型 の  
ソ フ ァ ー 本 体 を 備 え る ソ フ ァ ー で あ っ て 、
前 記 ソ フ ァ ー 本 体 を 下 方 か ら 支 持 す る 支 持 基 台 と 、
前 記 ソ フ ァ ー 本 体 と 前 記 支 持 基 台 と を 連 結 し 、 前 記 支 持 基 台 に 対 し て 前 記 ソ フ ァ ー 本 体 を  
傾 動 可 能 に 連 結 す る 連 結 機 構 と を 備 え 、
前 記 連 結 機 構 は 、
前 記 ソ フ ァ ー 本 体 に 回 動 可 能 に 軸 支 連 結 さ れ て い る 前 方 第 １ 回 動 部 と 、 前 記 支 持 基 台 に 回  
動 可 能 に 軸 支 連 結 さ れ て い る 前 方 第 ２ 回 動 部 と を 有 す る 前 方 リ ン ク と 、
前 記 前 方 リ ン ク よ り も 後 方 に お い て 、 前 記 ソ フ ァ ー 本 体 に 回 動 可 能 に 軸 支 連 結 さ れ て い る  
後 方 第 １ 回 動 部 、 及 び 前 記 支 持 基 台 に 回 動 可 能 に 軸 支 連 結 さ れ て い る 後 方 第 ２ 回 動 部 を 有  
す る 後 方 リ ン ク と 、
少 な く と も 使 用 者 が 着 座 し た 状 態 で 前 記 後 方 リ ン ク を 前 方 側 へ 付 勢 す る 付 勢 部 材 と 、 を 含  
み 、
前 記 前 方 リ ン ク は 前 記 後 方 リ ン ク よ り も 短 く 、
前 記 前 方 リ ン ク は 、 前 記 前 方 第 １ 回 動 部 が 前 記 前 方 第 ２ 回 動 部 よ り 前 方 に 位 置 す る よ う に  
前 傾 斜 し て お り 、
前 記 後 方 リ ン ク は 、 前 記 後 方 第 １ 回 動 部 が 前 記 後 方 第 ２ 回 動 部 よ り 後 方 に 位 置 す る よ う に  
後 傾 斜 し て い る 、 ソ フ ァ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 付 勢 部 材 の 付 勢 力 を 調 節 可 能 な 付 勢 力 調 節 機 構 を 有 し 、
前 記 ソ フ ァ ー 本 体 が 不 使 用 時 の 基 本 姿 勢 よ り 前 傾 姿 勢 と な ら な い よ う に 、 前 記 後 方 リ ン ク  
の 前 方 側 へ の 回 動 限 界 を 規 制 す る ス ト ッ パ ー を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ソ フ ァ ー 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 着 座 部 と 背 凭 れ 部 と の 相 対 角 度 が 不 動 な 背 座 一 体 型 の ソ フ ァ ー で あ っ て 、 特 に  
使 用 者 の 体 重 移 動 や 安 楽 姿 勢 に 応 じ て 傾 動 （ リ ク ラ イ ニ ン グ ） 可 能 な ソ フ ァ ー に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
椅 子 （ ソ フ ァ ー を 除 く 狭 義 の 椅 子 。 チ ェ ア ー と 称 さ れ る 部 類 の も の ） は 、 基 本 的 に 机 等 に  
お い て 何 ら か の 作 業 を す る こ と が 前 提 の 家 具 で あ っ て 、 ソ フ ァ ー と 比 べ る と 軽 量 で あ る 。  
し た が っ て 、 使 用 者 の 体 重 や 姿 勢 の 変 動 に 対 応 さ せ る 椅 子 の リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 と し て は  
、 着 座 部 （ 座 面 ） の 傾 動 も 含 め て 多 様 な 構 造 開 発 が 容 易 で あ る 。 こ れ に 対 し 、 ソ フ ァ ー は  
基 本 的 に ゆ っ た り 座 る こ と が 前 提 の 家 具 で あ っ て 、 椅 子 と 比 べ て 着 座 部 や 背 凭 れ 部 の ク ッ  
シ ョ ン 性 が 高 い た め 、 重 量 が 重 い 。 し た が っ て 、 使 用 者 が 後 傾 し た 安 楽 姿 勢 に 対 応 さ せ る  
た め に 、 ソ フ ァ ー の リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 と し て は 、 一 般 的 に 着 座 部 は 不 動 で 、 背 凭 れ 部 を  
着 座 部 に 対 し て 相 対 的 に 前 後 へ 傾 動 可 能 と な っ て い る も の が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 方 、 着 座 部 に 対 し て 背 凭 れ 部 の 相 対 角 度 が 不 動 な 背 座 一 体 型 の ソ フ ァ ー も あ る 。 こ の よ  
う な 背 座 一 体 型 の ソ フ ァ ー の 場 合 、 基 本 的 に 着 座 部 が 不 動 な の で 、 必 然 的 に 背 凭 れ 部 も 含  
め て 全 体 が 不 動 で 使 用 者 の 安 楽 姿 勢 に 対 応 し て い な い も の が 多 い 。 し か し 、 背 座 一 体 型 の  
ソ フ ァ ー で も 使 用 者 の 体 重 移 動 や 安 楽 姿 勢 に 応 じ て リ ク ラ イ ニ ン グ で き る も の が 求 め ら れ  
て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ こ で 、 使 用 者 の 後 傾 に 応 じ て 着 座 部 も 含 め て リ ク ラ イ ニ ン グ 可 能 な ソ フ ァ ー と し て 、 例  
え ば 下 記 特 許 文 献 １ が あ る 。 特 許 文 献 １ の ソ フ ァ ー は 、 背 凭 れ 部 も 着 座 部 に 対 し て 独 立 し  
て 傾 動 可 能 な も の で あ る が 、 着 座 部 も 傾 動 可 能 と な っ て い る 。 特 許 文 献 １ の ソ フ ァ ー は 、  
内 部 骨 格 と な る ソ フ ァ ー フ レ ー ム 全 体 が ク ッ シ ョ ン 性 に 富 む 厚 手 の ウ レ タ ン フ ォ ー ム で 覆  
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わ れ た 構 造 で あ り 、 そ の ソ フ ァ ー フ レ ー ム は 、 前 方 両 端 部 が 上 方 へ 延 設 す る 立 ち 上 り 部 を  
有 し た 脚 フ レ ー ム と 、 座 フ レ ー ム と 、 背 フ レ ー ム と か ら な り 、 座 フ レ ー ム 前 方 両 端 が 脚 フ  
レ ー ム の 立 上 両 端 部 に 回 動 自 在 に 連 結 さ れ 、 座 フ レ ー ム 後 部 両 端 が 、 背 フ レ ー ム 下 部 両 端  
と 回 動 自 在 に 連 結 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 特 許 文 献 １ の 座 フ レ ー ム （ 及 び こ れ を 含 む 着 座  
部 ） は 、 そ の 前 端 の み が 脚 フ レ ー ム に 連 結 さ れ 、 後 端 部 の 支 持 機 構 は 無 い 片 持 ち 梁 状 と な  
っ て い る 。 そ の う え で 、 脚 フ レ ー ム の 前 縁 か ら 座 フ レ ー ム の 中 央 部 に か け て 、 角 度 調 節 用  
の 開 閉 弁 装 置 を 有 す る ガ ス ス プ リ ン グ が 架 設 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ３ ８ ７ ５ ０ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
特 許 文 献 １ で は 、 着 座 部 は 前 端 の み が 脚 フ レ ー ム に 連 結 さ れ た 片 持 ち 梁 状 で あ っ て 、 使 用  
者 の 体 重 も 含 め て ガ ス ス プ リ ン グ １ 本 で す べ て の 重 量 を 支 え て い る 。 こ れ で は 、 ガ ス ス プ  
リ ン グ の 反 力 を 極 め て 高 く 設 定 す る 必 要 が あ る と 共 に 、 設 定 に よ っ て は 使 用 者 が 意 図 せ ず  
着 座 部 が 後 傾 し た り 、 着 座 部 の 傾 動 が 不 安 定 と な る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る も の で あ っ て 、 着 座 部 と 背 凭 れ 部 と の 相 対 角 度 が 不  
動 な 背 座 一 体 型 の ソ フ ァ ー で あ っ て も 、 着 座 部 を 含 め て 安 定 し て リ ク ラ イ ニ ン グ 可 能 な 背  
座 一 体 型 ソ フ ァ ー を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ の た め の 手 段 と し て 、 本 発 明 の ソ フ ァ ー は 、 着 座 部 と 、 前 記 着 座 部 に 対 し て 相 対 角 度 が  
不 動 な 背 凭 れ 部 と を 一 体 に 有 す る 背 座 一 体 型 の ソ フ ァ ー 本 体 を 備 え 、 前 記 ソ フ ァ ー 本 体 を  
下 方 か ら 支 持 す る 支 持 基 台 と 、 前 記 ソ フ ァ ー 本 体 と 前 記 支 持 基 台 と を 連 結 し 、 前 記 支 持 基  
台 に 対 し て 前 記 ソ フ ァ ー 本 体 を 傾 動 可 能 に 連 結 す る 連 結 機 構 と を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
前 記 連 結 機 構 は 、 前 記 ソ フ ァ ー 本 体 に 回 動 可 能 に 軸 支 連 結 さ れ て い る 前 方 第 １ 回 動 部 、 及  
び 前 記 支 持 基 台 に 回 動 可 能 に 軸 支 連 結 さ れ て い る 前 方 第 ２ 回 動 部 を 有 す る 前 方 リ ン ク と 、  
前 記 前 方 リ ン ク よ り も 後 方 に お い て 、 前 記 ソ フ ァ ー 本 体 に 回 動 可 能 に 軸 支 連 結 さ れ て い る  
後 方 第 １ 回 動 部 、 及 び 前 記 支 持 基 台 に 回 動 可 能 に 軸 支 連 結 さ れ て い る 後 方 第 ２ 回 動 部 を 有  
す る 後 方 リ ン ク と 、 少 な く と も 使 用 者 が 着 座 し た 状 態 で 前 記 リ ン ク 機 構 を 前 方 側 へ 付 勢 す  
る 付 勢 部 材 と 、 を 含 む 。 そ の う え で 、 前 記 前 方 リ ン ク は 前 記 後 方 リ ン ク よ り も 短 く 、 前 記  
前 方 リ ン ク は 、 前 記 前 方 第 １ 回 動 部 が 前 記 前 方 第 ２ 回 動 部 よ り 前 方 に 位 置 す る よ う に 前 傾  
斜 し て お り 、 前 記 後 方 リ ン ク は 、 前 記 後 方 第 １ 回 動 部 が 前 記 後 方 第 ２ 回 動 部 よ り 後 方 に 位  
置 す る よ う に 後 傾 斜 し て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 付 勢 部 材 の 付 勢 力 を 調 節 可 能 な 付 勢 力 調 節 機 構 を 設 け る こ と が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、  
前 記 ソ フ ァ ー 本 体 が 不 使 用 時 の 基 本 姿 勢 よ り 前 傾 姿 勢 と な ら な い よ う に 、 前 記 後 方 リ ン ク  
の 前 方 側 へ の 回 動 限 界 を 規 制 す る ス ト ッ パ ー を 設 け る こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 ソ フ ァ ー 本 体 か ら の 重 量 を 前 方 と 後 方 の 両 リ ン ク で 支 持 し て い る た め 、  
ソ フ ァ ー 本 体 を 安 定 し て 支 持 で き る と 共 に 、 傾 動 動 作 も 安 定 す る 。 こ の と き 、 前 方 リ ン ク  
の 基 本 姿 勢 （ 不 使 用 時 の 姿 勢 ） は 前 傾 斜 で あ る 一 方 、 後 方 リ ン ク の 基 本 姿 勢 は 後 傾 斜 で あ  
り 、 前 方 リ ン ク は 前 記 後 方 リ ン ク よ り も 短 い 。 ま た 、 前 方 リ ン ク と 後 方 リ ン ク は 共 に 第 １  
回 動 部 が ソ フ ァ ー 本 体 に 連 結 さ れ て い る の で 、 両 者 の 動 き は ソ フ ァ ー 本 体 を 介 し て 常 に 一  
体 で あ る 。 し た が っ て 、 使 用 者 の 体 重 が 作 用 す る と 、 前 方 リ ン ク は 前 傾 す る 方 向 へ 力 が 作  
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用 す る が 、 後 方 リ ン ク へ は 前 方 リ ン ク へ 作 用 す る 力 よ り も 大 き な 後 傾 す る 力 が 作 用 す る た  
め 、 ソ フ ァ ー 本 体 が 前 傾 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 本 発 明 も 含 め て 一 般 的 に 使 用 者 が 普 通 に 座 っ た 状 態 を 想 定 し た 使 用 者 の 体 重 が 作 用  
す る 中 心 点 （ 以 下 、 座 位 中 心 点 と 称 す ） は 、 着 座 部 の 前 後 方 向 中 央 部 に 設 定 さ れ て い る が  
、 リ ン ク が 前 方 と 後 方 に 設 け ら れ て い る こ と で 、 座 位 中 心 点 か ら 後 方 リ ン ク ま で の 距 離 も  
短 く な る た め 、 後 方 リ ン ク を 元 の 姿 勢 に 付 勢 す る 付 勢 部 材 の 付 勢 力 も 、 比 較 的 小 さ く 設 計  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
付 勢 部 材 の 付 勢 力 を 調 節 可 能 な 付 勢 力 調 節 機 構 を 設 け て い れ ば 、 使 用 者 の 体 重 や 安 楽 姿 勢  
に 応 じ た ソ フ ァ ー 本 体 の 後 傾 し 易 さ を 調 節 で き る た め 、 快 適 性 が 向 上 す る 。 こ の と き 、 後  
方 リ ン ク の 前 方 側 へ の 回 動 限 界 を 規 制 す る ス ト ッ パ ー を 設 け て い れ ば 、 仮 に 付 勢 部 材 の 付  
勢 力 を 増 大 し て ソ フ ァ ー 不 使 用 時 の 基 本 姿 勢 で も 後 方 リ ン ク に 付 勢 力 が 付 加 さ れ た と し て  
も 、 ソ フ ァ ー 本 体 が 不 用 意 に 基 本 姿 勢 よ り 前 傾 姿 勢 と な る こ と を 避 け る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 基 本 姿 勢 に あ る ソ フ ァ ー の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 後 傾 し た ソ フ ァ ー の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ソ フ ァ ー の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 連 結 機 構 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 連 結 機 構 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 ソ フ ァ ー の 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 変 形 例 の ソ フ ァ ー の 側 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
以 下 、 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形  
態 の ソ フ ァ ー は 、 ソ フ ァ ー 本 体 １ と 、 ソ フ ァ ー 本 体 １ を 下 方 か ら 支 持 す る 支 持 基 台 ２ と 、  
ソ フ ァ ー 本 体 １ と 支 持 基 台 ２ と を 連 結 し 、 支 持 基 台 ２ に 対 し て ソ フ ァ ー 本 体 １ を 傾 動 可 能  
に 連 結 す る 連 結 機 構 と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ソ フ ァ ー 本 体 １ は 、 着 座 部 １ a と 背 凭 れ 部 １ ｂ と を 一 体 的 に 有 す る 背 座 一 体 型 で あ り 、 背  
凭 れ 部 １ ｂ は 着 座 部 １ ａ に 対 し て 不 動 で あ る 。 し た が っ て 、 ソ フ ァ ー 本 体 １ が 傾 動 す る 際  
、 着 座 部 １ ａ と 背 凭 れ 部 １ ｂ と の 相 対 角 度 は 常 に 一 定 で あ る 。 図 示 し て い な い が 、 ソ フ ァ  
ー 本 体 １ の 内 部 構 造 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 従 来 か ら 公 知 の 一 般 的 な 構 造 で あ れ ば よ い 。 具 体  
的 に は 、 骨 格 と な る ボ ー ド な い し フ レ ー ム と 、 ク ッ シ ョ ン 材 と が 表 皮 で 覆 わ れ て い る 。 ク  
ッ シ ョ ン 材 と し て は 、 ウ レ タ ン フ ォ ー ム や ス ポ ン ジ 等 が 挙 げ ら れ る 。 但 し 、 ソ フ ァ ー は 基  
本 的 に ゆ っ た り 座 っ て リ ラ ッ ク ス で き る こ と が 前 提 な の で 、 椅 子 （ ソ フ ァ ー を 除 く 狭 義 の  
椅 子 。 チ ェ ア ー と 称 さ れ る 部 類 の も の ） と 比 べ て ク ッ シ ョ ン 性 が 高 く 設 定 さ れ て お り 、 ク  
ッ シ ョ ン 材 は 椅 子 に 使 用 さ れ る ク ッ シ ョ ン 材 よ り も 厚 手 で あ る 。 ま た 、 ク ッ シ ョ ン 材 と 共  
に 、 ク ッ シ ョ ン ス プ リ ン グ も 内 設 す る こ と も で き る 。 そ の た め 、 ソ フ ァ ー 本 体 １ は 、 椅 子  
の 座 板 や 背 凭 れ よ り も 重 い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
着 座 部 １ ａ の 下 面 中 央 に は 上 方 へ 窪 ん だ 凹 部 １ ｃ が 形 成 さ れ て お り 、 そ の 内 部 上 面 に 、 ソ  
フ ァ ー 本 体 １ の 構 成 部 材 と し て 連 結 フ レ ー ム ３ が 固 定 さ れ て い る 。 連 結 フ レ ー ム ３ の 外 枠  
は 矩 形 で あ り 、 そ の 左 右 両 枠 の 前 後 ２ 個 所 、 合 計 ４ 個 所 に 、 連 結 機 構 と の 連 結 部 ３ ａ が 形  
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
支 持 基 台 ２ は 、 ソ フ ァ ー 本 体 １ や 使 用 者 の 体 重 等 を 支 持 で き る 程 度 の 強 度 を 有 す る と 共 に  
、 上 面 に 連 結 機 構 を 設 置 可 能 な も の で あ れ ば よ く 、 そ の 具 体 的 構 造 は 特 に 限 定 さ れ な い 。  
本 実 施 形 態 で は 、 上 面 中 央 の 連 結 機 構 設 置 面 か ら 前 後 左 右 に 末 広 が っ た 台 形 状 を 呈 す る 。  
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な お 、 支 持 基 台 ２ の 前 面 に は 、 後 述 の 調 節 機 構 を 構 成 す る 調 節 ノ ブ ２ ０ 用 の 凹 部 ２ ａ が 形  
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ４ ～ 図 ６ に 示 す よ う に 、 連 結 機 構 は 、 連 結 ベ ー ス １ ０ と 、 前 方 リ ン ク １ １ と 、 後 方 リ ン  
ク １ ２ と 、 後 方 リ ン ク １ ２ を 前 方 側 へ 付 勢 す る 捻 り コ イ ル バ ネ １ ３ と 、 ス ト ッ パ ー １ ４ と  
を 有 す る 。 連 結 ベ ー ス １ ０ は 、 左 右 側 壁 １ ０ ａ を 有 す る 上 面 が 開 口 し た 略 箱 状 で あ っ て 、  
支 持 基 台 ２ の 上 面 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
前 方 リ ン ク １ １ は 、 ソ フ ァ ー の 前 方 部 に お い て 前 後 方 向 に 回 動 可 能 と な っ て お り 、 上 端 部  
が 軸 ピ ン １ ５ ｆ を 介 し て 連 結 フ レ ー ム ３ の 連 結 部 ３ ａ へ 回 動 可 能 に 軸 支 連 結 さ れ て い る 。  
前 方 リ ン ク １ １ の 下 端 部 は 、 軸 ピ ン １ ５ ｓ を 介 し て 連 結 ベ ー ス １ ０ の 左 右 側 壁 １ ０ ａ へ 回  
動 可 能 に 軸 支 連 結 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 前 方 リ ン ク １ １ の 下 端 部 は 、 支 持 基 台 ２ に 固  
定 さ れ た 連 結 ベ ー ス １ ０ を 介 し て 、 支 持 基 台 ２ へ 実 質 的 に 連 結 さ れ て い る 。 以 下 、 前 方 リ  
ン ク １ １ 上 端 部 の 回 動 軸 と な る 軸 ピ ン １ ５ ｆ の 位 置 を 前 方 第 １ 回 動 部 １ ５ ｆ と 称 し 、 前 方  
リ ン ク １ １ 下 端 部 の 回 動 軸 と な る 軸 ピ ン １ ５ ｓ の 位 置 を 前 方 第 ２ 回 動 部 １ ５ ｓ と 称 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
後 方 リ ン ク １ ２ は 、 ソ フ ァ ー の 後 方 部 に お い て 前 後 方 向 に 回 動 可 能 と な っ て お り 、 上 端 部  
が 軸 ピ ン １ ６ ｆ を 介 し て 連 結 フ レ ー ム ３ の 連 結 部 ３ ａ へ 回 動 可 能 に 軸 支 連 結 さ れ て い る 。  
後 方 リ ン ク １ ２ の 下 端 部 は 、 軸 ピ ン １ ６ ｓ を 介 し て 連 結 ベ ー ス １ ０ の 左 右 側 壁 １ ０ ａ へ 回  
動 可 能 に 軸 支 連 結 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 後 方 リ ン ク １ ２ の 下 端 部 も 、 連 結 ベ ー ス １ ０  
を 介 し て 支 持 基 台 ２ へ 実 質 的 に 連 結 さ れ て い る 。 以 下 、 後 方 リ ン ク １ ２ 上 端 部 の 回 動 軸 と  
な る 軸 ピ ン １ ６ ｆ の 位 置 を 後 方 第 １ 回 動 部 １ ６ ｆ と 称 し 、 後 方 リ ン ク １ ２ 下 端 部 の 回 動 軸  
と な る 軸 ピ ン １ ６ ｓ の 位 置 を 後 方 第 ２ 回 動 部 １ ６ ｓ と 称 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 前 方 リ ン ク １ １ の 長 さ Ｌ １ は 、 後 方 リ ン ク １ ２ の 長 さ Ｌ ２ よ り も 短 い  
。 ま た 、 ソ フ ァ ー 不 使 用 時 の 基 本 姿 勢 で は 、 前 方 リ ン ク １ １ は 、 前 方 第 １ 回 動 部 １ ５ ｆ が  
前 方 第 ２ 回 動 部 １ ５ ｓ よ り 前 方 に 位 置 す る よ う に 前 傾 斜 し て い る 。 こ れ に 対 し 、 後 方 リ ン  
ク １ ２ の 基 本 姿 勢 は 、 後 方 第 １ 回 動 部 １ ６ ｆ が 後 方 第 ２ 回 動 部 １ ６ ｓ よ り 後 方 に 位 置 す る  
よ う に 後 傾 斜 し て い る 。 さ ら に 、 鉛 直 方 向 に 対 す る 前 方 リ ン ク １ １ の 傾 斜 角 度 θ １ は 、 鉛  
直 方 向 に 対 す る 後 方 リ ン ク １ ２ の 傾 斜 角 度 θ ２ よ り も 小 さ い 。 す な わ ち 、 後 方 リ ン ク １ ２  
の 傾 斜 角 度 θ ２ は 、 前 方 リ ン ク １ １ の 傾 斜 角 度 θ １ よ り も 大 き い 。 こ れ に よ り 、 前 方 第 １  
回 動 部 １ ５ ｆ か ら 前 方 第 ２ 回 動 部 １ ５ ｓ ま で の 前 後 距 離 Ｔ １ は 、 後 方 第 １ 回 動 部 １ ６ ｆ か  
ら 後 方 第 ２ 回 動 部 １ ６ ｓ ま で の 前 後 距 離 Ｔ ２ よ り も 小 さ く な っ て い る 。 後 方 リ ン ク １ ２ の  
回 動 中 心 と な る 後 方 第 ２ 回 動 部 １ ６ ｓ は 、 想 定 座 位 中 心 点 、 す な わ ち 前 後 方 向 に お け る 着  
座 部 １ ａ の 中 心 線 に 近 い 位 置 に あ り 、 前 方 リ ン ク １ １ の 回 動 中 心 と な る 前 方 第 ２ 回 動 部 １  
５ ｓ は 、 着 座 部 １ ａ の 中 心 線 か ら 離 れ た 位 置 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
後 方 リ ン ク １ ２ 下 端 部 の 左 右 中 央 部 は 切 り 欠 か れ て お り 、 そ の 間 に ２ つ の 捻 り コ イ ル バ ネ  
１ ３ が 左 右 に 並 設 さ れ て い る 。 捻 り コ イ ル バ ネ １ ３ は 、 軸 ピ ン １ ６ ｓ の 外 面 に 挿 嵌 さ れ て  
い る 。 し た が っ て 、 後 方 リ ン ク １ ２ へ の 付 勢 力 は 、 後 方 第 ２ 回 動 部 １ ６ ｓ を 中 心 に 作 用 す  
る こ と に な る 。 こ の 捻 り コ イ ル バ ネ １ ３ が 、 本 発 明 の 付 勢 部 材 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
捻 り コ イ ル バ ネ １ ３ の 後 端 部 １ ３ ｒ は 後 方 へ 延 出 し て お り 、 後 方 リ ン ク １ ２ の 中 間 部 に 架  
設 さ れ た 受 け バ ー １ ７ に 引 っ 掛 か る よ う に 配 さ れ て い る 。 捻 り コ イ ル バ ネ １ ３ の 前 端 部 １  
３ ｆ は 前 方 へ 延 出 し て お り 、 左 右 ２ 本 の 前 端 部 １ ３ ｆ の 間 に 、 押 え ピ ン １ ８ が 配 設 さ れ て  
い る 。 ス ト ッ パ ー １ ４ は 、 ソ フ ァ ー 不 使 用 時 の 基 本 姿 勢 に お い て 後 方 リ ン ク １ ２ の 前 縁 と  
当 接 し 、 後 方 リ ン ク １ ２ が そ れ 以 上 前 方 側 へ 回 動 な い よ う 規 制 で き る 位 置 に 架 設 さ れ て い  
る 。 な お 、 本 実 施 形 態 に お け る 基 本 姿 勢 で は 、 ソ フ ァ ー 本 体 １ の 着 座 部 １ ａ が 水 平 と な っ  
て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 捻 り コ イ ル バ ネ １ ３ に よ る 付 勢 力 を 調 節 可 能 な 付 勢 力 調 節 機 構 と  
し て 、 調 節 ノ ブ ２ ０ も 有 す る 。 そ の た め 、 押 え ピ ン １ ８ の 下 端 に は ネ ジ 溝 が 形 成 さ れ て お  
り 、 調 節 ノ ブ ２ ０ と 螺 合 さ れ て い る 。 調 節 ノ ブ ２ ０ を 回 転 操 作 し て 押 え ピ ン １ ８ が 調 節 ノ  
ブ ２ ０ 内 へ 引 き 込 ま れ る と 、 捻 り コ イ ル バ ネ １ ３ の 前 端 部 １ ３ ｆ が 下 方 へ 引 き 下 げ ら れ 、  
こ れ に 追 従 し て 後 端 部 １ ３ ｒ が 上 方 へ 変 位 し よ う と す る こ と で 、 後 方 リ ン ク １ ２ へ の 付 勢  
力 が 増 大 す る 。 反 対 に 、 調 節 ノ ブ ２ ０ を 反 転 操 作 し て 押 え ピ ン １ ８ が 調 節 ノ ブ ２ ０ 外 へ 後  
退 す る と 、 前 端 部 １ ３ ｆ へ の 下 方 押 圧 力 が 小 さ く な る こ と で 、 こ れ に 追 従 し て 後 端 部 １ ３  
ｒ が 元 の 基 本 姿 勢 へ 変 位 し よ う と し 、 後 方 リ ン ク １ ２ へ の 付 勢 力 が 減 少 す る 。 な お 、 調 節  
ノ ブ ２ ０ を 最 大 限 反 転 操 作 し た 場 合 、 基 本 姿 勢 で は 後 方 リ ン ク １ ２ へ 捻 り コ イ ル バ ネ １ ３  
の 付 勢 力 が 作 用 し て い な い よ う に 設 定 す る こ と も で き る 。 す な わ ち 、 捻 り コ イ ル バ ネ １ ３  
は 、 少 な く と も 使 用 者 が 着 座 し た 状 態 で 後 方 リ ン ク １ ２ を 前 方 側 へ 付 勢 で き れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
次 に 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 使 用 者 が 着 座 し て い な い 不 使 用 時 の 図 １ に 示 す 基 本 姿 勢 で は  
、 着 座 部 １ ａ が 水 平 に な っ て い る 。 こ の と き 、 前 方 リ ン ク １ １ は 、 前 方 第 １ 回 動 部 １ ５ ｆ  
が 前 方 第 ２ 回 動 部 １ ５ ｓ よ り 前 方 に 位 置 す る よ う に 前 傾 斜 し て い る 。 後 方 リ ン ク １ ２ は 、  
後 方 第 １ 回 動 部 １ ６ ｆ が 後 方 第 ２ 回 動 部 １ ６ ｓ よ り 後 方 に 位 置 す る よ う に 後 傾 斜 し て い る  
。 ま た 、 鉛 直 方 向 に 対 す る 前 方 リ ン ク １ １ の 傾 斜 角 度 θ １ は 、 鉛 直 方 向 に 対 す る 後 方 リ ン  
ク １ ２ の 傾 斜 角 度 θ ２ よ り も 小 さ い 。 す な わ ち 、 後 方 リ ン ク １ ２ の 傾 斜 角 度 θ ２ は 、 前 方  
リ ン ク １ １ の 傾 斜 角 度 θ １ よ り も 大 き い 。 こ れ に よ り 、 前 方 第 １ 回 動 部 １ ５ ｆ か ら 前 方 第  
２ 回 動 部 １ ５ ｓ ま で の 前 後 距 離 Ｔ １ は 、 後 方 第 １ 回 動 部 １ ６ ｆ か ら 後 方 第 ２ 回 動 部 １ ６ ｓ  
ま で の 前 後 距 離 Ｔ ２ よ り も 小 さ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 実 施 形 態 で は 、 調 節 ノ ブ ２ ０ を 最 大 限 緩 め て （ 反 転 さ せ て ） 押 え ピ ン １ ８ が 調 節 ノ ブ ２  
０ か ら 最 大 限 退 出 し た 状 態 で は 、 押 え ピ ン １ ８ に よ る 捻 り コ イ ル バ ネ １ ３ へ の 押 圧 力 が 作  
用 し な い よ う 設 計 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 基 本 姿 勢 で は 捻 り コ イ ル バ ネ １ ３ の 付 勢 力 は 後  
方 リ ン ク １ ２ に 作 用 し て い な い 。 す な わ ち 、 捻 り コ イ ル バ ネ １ ３ は 、 少 な く と も 使 用 者 が  
着 座 し た 状 態 で 後 方 リ ン ク １ ２ を 前 方 側 へ 付 勢 で き れ ば よ い 。 な お 、 こ の 付 勢 力 フ リ ー 状  
態 で は 、 ス ト ッ パ ー １ ４ は 機 能 し て い な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
一 方 、 調 節 ノ ブ ２ ０ を 正 転 さ せ る と 、 そ の 回 転 量 に 応 じ て 押 え ピ ン １ ８ が 調 節 ノ ブ ２ ０ 内  
へ 引 き 込 ま れ 、 下 方 へ 変 位 し て い く 。 す る と 、 押 え ピ ン １ ８ の 引 込 量 （ 下 方 変 位 量 ） に 応  
じ て 捻 り コ イ ル バ ネ １ ３ の 前 端 部 １ ３ ｆ が 下 方 に 押 圧 さ れ る 。 こ れ に 伴 い 、 捻 り コ イ ル バ  
ネ １ ３ の 後 端 部 １ ３ ｒ は 上 方 へ 変 位 し よ う と し 、 後 方 リ ン ク １ ２ の 受 け バ ー １ ７ が 上 方 に  
押 圧 さ れ る こ と で 、 後 方 リ ン ク １ ２ は 前 方 へ 回 動 す る 方 向 に 付 勢 さ れ る 。 し か し 、 後 方 リ  
ン ク １ ２ が 基 本 姿 勢 よ り 前 方 へ 回 動 す る と 、 着 座 部 １ ａ が 前 傾 斜 し て し ま う 。 そ こ で 、 後  
方 リ ン ク １ ２ 及 び ソ フ ァ ー 本 体 １ が こ の 基 本 姿 勢 の 角 度 よ り も 前 方 へ 傾 斜 し な い よ う に 、  
ス ト ッ パ ー １ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
使 用 者 が ソ フ ァ ー へ 着 座 す る と 、 着 座 部 １ ａ を 介 し て 連 結 フ レ ー ム ３ へ 上 方 か ら 荷 重 が 作  
用 す る 。 す る と 、 前 方 リ ン ク １ １ の 基 本 姿 勢 は 前 傾 斜 し て い る こ と で 、 前 方 側 へ 回 動 す る  
方 向 へ 力 が 作 用 す る 。 一 方 、 後 方 リ ン ク １ ２ の 基 本 姿 勢 は 後 傾 斜 し て い る こ と で 、 後 方 側  
へ 回 動 す る 方 向 へ 力 が 作 用 す る 。 こ の と き 、 前 方 リ ン ク １ １ と 後 方 リ ン ク １ ２ と は 、 共 に  
前 方 第 １ 回 動 部 １ ５ ｆ 及 び 後 方 第 １ 回 動 部 １ ６ ｆ が 連 結 フ レ ー ム ３ に 連 結 さ れ て い る の で  
、 前 方 リ ン ク １ １ に よ る 前 方 回 動 力 と 後 方 リ ン ク １ ２ に よ る 後 方 回 動 力 は 打 ち 消 し あ う 。  
ま た 、 前 方 リ ン ク １ １ が 後 傾 斜 姿 勢 と な る に は 、 鉛 直 角 度 （ 前 方 第 １ 回 動 部 １ ５ ｆ が 移 動  
軌 跡 の 頂 点 に 来 る 位 置 ） を 超 え る 力 が 必 要 で あ る 。 し た が っ て 、 着 座 者 が 想 定 座 位 中 心 点  
（ 着 座 部 １ ａ の 中 央 部 ） に 姿 勢 よ く （ 背 凭 れ 部 １ ｂ に 凭 れ な い 姿 勢 ） 着 座 し た だ け で は 、  
ソ フ ァ ー 本 体 １ は ほ ぼ 変 位 し な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
一 方 、 使 用 者 が 着 座 部 １ ａ に 深 く （ 後 端 部 寄 り 位 置 へ ） 腰 掛 け た り 、 背 凭 れ 部 １ ｂ に 凭 れ  
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掛 か る と 、 ソ フ ァ ー 本 体 １ の 後 方 部 位 に 大 き な 荷 重 が 作 用 す る 。 す る と 、 後 方 リ ン ク １ ２  
は 前 方 リ ン ク １ １ よ り 長 い の で 、 梃 子 の 原 理 に よ り 後 方 リ ン ク １ ２ に よ る 後 方 回 動 力 が 前  
方 リ ン ク １ １ の 前 方 回 動 力 及 び 鉛 直 角 度 を 超 え る 力 を 上 回 り 、 前 方 リ ン ク １ １ が 後 傾 斜 と  
な る こ と で 、 ソ フ ァ ー 本 体 １ が 後 傾 斜 し た リ ク ラ イ ニ ン グ 姿 勢 と な る 。 こ の と き 、 調 節 ノ  
ブ ２ ０ に よ っ て 後 方 リ ン ク １ ２ へ 作 用 す る 捻 り コ イ ル バ ネ １ ３ か ら の 付 勢 力 を 調 節 す る こ  
と で 、 リ ク ラ イ ニ ン グ 姿 勢 へ の 変 位 の し 易 さ や 基 本 姿 勢 へ の 戻 り 反 力 を 調 節 し て お く こ と  
が で き る 。 使 用 者 が ソ フ ァ ー か ら 立 ち 上 が る と 、 捻 り コ イ ル バ ネ １ ３ の 付 勢 力 に よ っ て ソ  
フ ァ ー 本 体 １ が 基 本 姿 勢 へ 戻 る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
以 上 、 本 発 明 の 代 表 的 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ に 限 ら れ る こ と は な く 、 本 発  
明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 、 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 図 ７ に 示 す 変 形 例 の よ  
う に 、 後 方 リ ン ク １ ２ へ の 付 勢 力 を 調 節 す る 調 節 ノ ブ ２ ０ は 必 ず し も 必 要 で は な い 。 こ の  
場 合 、 押 え ピ ン １ ８ は 連 結 ベ ー ス １ ０ へ 溶 接 等 に よ っ て 固 定 し て お け ば よ く 、 押 え ピ ン １  
８ の 長 さ に よ っ て 、 捻 り コ イ ル バ ネ １ ３ に よ る 常 時 付 勢 力 を 設 計 で き る 。 例 え ば 、 基 本 姿  
勢 で は 後 方 リ ン ク １ ２ へ 付 勢 力 が 作 用 せ ず 、 ソ フ ァ ー 本 体 １ が 後 傾 し 始 め た 場 合 の み に 付  
勢 力 が 作 用 す る よ う 設 計 す る こ と も で き る し 、 基 本 姿 勢 の 状 態 で も 付 勢 力 が 作 用 し て い る  
よ う に 設 計 す る こ と も で き る 。 す な わ ち 、 捻 り コ イ ル バ ネ １ ３ は 、 少 な く と も 使 用 者 が 着  
座 し た 状 態 で 後 方 リ ン ク １ ２ を 前 方 側 へ 付 勢 で き れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
基 本 姿 勢 で は 付 勢 力 が 作 用 し な い よ う 設 計 し た 場 合 は 、 必 ず し も ス ト ッ パ ー １ ４ も 不 要 で  
あ る 。 前 方 リ ン ク １ １ の 基 本 姿 勢 が 前 傾 斜 し て お り 、 後 方 リ ン ク １ ２ の 基 本 姿 勢 が 後 傾 斜  
で 、 且 つ 前 方 リ ン ク １ １ が 後 方 リ ン ク １ ２ よ り も 短 い 限 り 、 ソ フ ァ ー 本 体 １ が 基 本 姿 勢 よ  
り も 前 傾 斜 す る こ と は な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
着 座 部 １ ａ の 基 本 姿 勢 は 、 必 ず し も 水 平 で あ る 必 要 は な く 、 や や 前 傾 斜 と な っ て い た り 、  
や や 後 傾 斜 に 設 計 し て お く こ と も で き る 。 使 用 者 が 着 座 し た 瞬 間 か ら （ 想 定 座 位 中 心 位 置  
に 姿 勢 良 く 着 座 し た 場 合 で も ） ソ フ ァ ー 本 体 １ が 後 傾 し 始 め る よ う に 設 計 し て あ っ て も よ  
い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 支 持 基 台 ２ の 下 面 に は 、 ソ フ ァ ー の 移 動 を 容 易 と す る キ ャ ス タ ー を 設 け る こ と も で  
き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
１   ソ フ ァ ー 本 体
１ ａ   着 座 部
１ ｂ   背 凭 れ 部
２   支 持 基 台
３   連 結 フ レ ー ム
１ ０   連 結 ベ ー ス
１ １   前 方 リ ン ク
１ ２   後 方 リ ン ク
１ ３   捻 り コ イ ル バ ネ
１ ４   ス ト ッ パ ー
１ ５ ｆ   前 方 第 １ 連 結 部
１ ５ ｓ   前 方 第 ２ 連 結 部
１ ６ ｆ   後 方 第 １ 連 結 部
１ ６ ｓ   後 方 第 １ 連 結 部
１ ８   押 え ピ ン
２ ０   調 節 ノ ブ
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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